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1. 日経SDGs経営調査の概要



1-1. 調査の背景
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日経SDGs経営調査の背景

● 貧困や気候変動など世界が直面する課題解決のため、国連で「持続可能な開発目標（SDGs）」が採択。

● 17の目標からなるSDGsではすべてのステークホルダーに行動を求めているが、中でも企業はビジネスを
通してSDGs達成に大きく貢献することが期待されている。

● 企業はSDGsを経営に組み込み、課題解決事業やイノベーションの創出により、持続的成長につなげられる。

● 環境、社会、企業統治を重視するESG投資の拡大や消費者意識の変化などにみられるように、
投資家や消費者はSDGsに積極的に取り組む企業を評価する傾向が強くなっている。



1-2. 日経SDGs経営調査

4© Nikkei Research Inc. All Rights Reserved

日経SDGs経営調査の設計

● 日本経済新聞社はSDGs達成への貢献活動の一環として、企業を対象にSDGsおよびESGの
推進を評価する、「日経SDGs経営調査」と、調査結果に基づく企業表彰を実施。

● SDGsを経営と結びつけることで、事業を通じて社会・経済・環境の課題解決に
取り組み、企業価値向上につなげている企業を評価するとともに、SDGs達成を後押し。



1-3. 調査設計監修
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伊藤邦雄 一橋大学CFO教育研究センター長

● 経済産業省「SDGs経営／ESG投資研究会」座長

● 経済産業省「攻めのIT経営銘柄」選定委員会委員長

● 東京証券取引所「企業価値向上表彰制度委員会」委員長

● 経済産業省「グリーンファイナンスと企業の情報開示の
在り方に関する「TCFD研究会」」座長

● 経済産業省・金融庁・環境省「TCFDコンソーシアム」会長

などを務める。



2. 調査スケジュールと回答方法



2-1. 2022年調査スケジュール
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対象企業
● 国内のすべての上場企業
● 従業員100人以上の非上場企業（エントリー制）

実施期間

● 5月11日（水）～7月1日（金）
1次締切 ： 6月17日（金）
最終締切： 7月1日（金）17:00 ※締切は厳守願います。
環境負荷データの追加回答可能期間：8月22日（月）～9月2日（金）

調査方法
● 電子調査票（Excelファイル）ダウンロード・アップロード形式

※財務、時価総額、ガバナンスは一部NEEDS収録データなど公表値を使用

紙面掲載
● 11月 日本経済新聞、日経産業新聞、日経電子版などに掲載

※同時期に、評価を記載したフィードバックシートを送付

表彰 ● 11月



2-2. 調査の回答方法
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調査の回答方法

● 調査回答の流れ

● 実施概要・調査票入手方法などの詳細

https://www.nikkei-r.co.jp/service/survey/smartwork_survey/2022.html

● 調査サイト

https://brs.nikkei-r.co.jp/swsdgs2022/

1
● 調査サイトへアクセス、ログイン

2
● 調査票（Excelファイル）をダウンロード、デスクトップなどに保存

3
● 調査票（Excelファイル）に回答内容をご入力

4
● 調査サイトにて回答済み調査票（Excelファイル）をアップロード



2-3. 環境負荷データの追加回答受付
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対象設問 ● 環境負荷データに関する設問（EQ27～29）

追加回答
受付期間

● 8月22日（月）～9月2日（金）

留意事項

● 調査自体の最終締切（7月1日（金））までに一度は、SDGs経営調査の回答を
提出している必要があります。
追加回答受付期間での調査そのものの新規回答は受け付けません。

● 対象設問以外の回答修正はできません。

回答方法

● 調査票ファイル内に、追加回答用の調査URL、ID、PASSを記載しています。
● 記載のURLから、調査票ファイルをダウンロードしてください。

※その時点での貴社の最終データをダウンロードできます。
※EQ27～29以外は修正できない状態となっています。

● 回答内容を確認・追記し、再度アップロードしてください。
※上記で新たにダウンロードしたものでなく、お手元にある調査票をアップ

ロードした場合、データに不具合が生じる可能性があります。

※詳細は、調査票ファイル内の「調査について」シートをご確認ください。



2-4. SDGs経営調査とスマートワーク経営調査への回答
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SDGs経営調査とスマートワーク経営調査

● 基本的には、調査票のすべてのセクションにご回答いただければ、自動的に両方の調査に回答した
ものとして扱われます。できるだけ両方の調査のご回答をお願いします。

● 片方のみ回答することも可能です。その場合は、調査票冒頭にある*調査回答のご確認*の
プルダウンで「回答しません」を選択してください。



2-4. SDGs経営調査とスマートワーク経営調査への回答
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SDGs経営調査とスマートワーク経営調査

● に回答したい場合

共通設問＆SDGs設問＆SW設問に回答

● のみ回答したい場合

共通設問＆SDGs設問に回答

 SDGs／SW共通設問（両方の調査で使用）  SW設問（SW経営調査のみで使用）

Ⅰ． 事業内容、顧客層、拠点 Ⅲ. 人材活用（後半）

Ⅱ． 経営トップ・役員   ６） 多様で柔軟な働き方

Ⅲ. 人材活用（前半）   ７） 人材への投資

  １） 人材活用における方針・計画と責任体制   ８） 人材活用におけるテクノロジーの導入・活用

  ２） 基本情報   ９） 変革・先進・独自施策

  ３） 労働時間、休暇取得、健康保持・増進 Ⅳ. イノベーション・市場開拓

  ４） ダイバーシティーの推進 Ⅴ． 2022トピック設問

  ５） エンゲージメント・モチベーション向上

 SDGs設問（SDGs経営調査のみで使用）

Ⅵ． 環境・社会・経済の課題解決の推進方針・体制

Ⅶ． 経済価値～事業を通じた環境・社会・経済の課題の解決

Ⅷ． 環境価値

Ⅸ． 社会価値

Ⅹ． ガバナンス

Ⅺ．

XII. その他

XⅢ. 非上場企業向け設問

新型コロナウイルス感染症の流行を踏まえた活動

およびトピック項目



3. 前回調査と表彰



3-1. 調査回答社数の推移
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回答社数の
推移

● 毎年100社ほど増加し、前回は846社が回答。
● 上場企業・非上場企業ともに回答者数が増加。



3-2. 第3回調査 総合格付上位企業
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※2021年11月17日 日本経済新聞より
※☆は、★の0.5個分
※ホールディングスはHD、グループはG、フィナンシャルはFと表示

総合格付 ★★★★★（偏差値70以上）

社名（50音順） SDGs戦略・経済価値 社会価値 環境価値 ガバナンス

アサヒGHD S++ S++ S++ S++

キリンHD S+ S+ S+ S++

コニカミノルタ S+ S++ S+ S++

セイコーエプソン S+ S+ S++ S

積水ハウス S+ S+ S++ S+

ソフトバンク S++ S++ S+ S+

三菱UFJFG S+ S+ S+ S+

リコー S+ S++ S++ S+

総合格付 ★★★★☆（偏差値65以上）

アシックス、味の素、アズビル、アンリツ、イオン、出光興産、伊藤忠商事、エーザイ、NEC、
MS＆ADインシュアランスGHD、オムロン、花王、KDDI、コマツ、サントリーHD、資生堂、島津製作所、
清水建設、J・フロントリテイリング、セブン＆アイHD、SOMPO HD、第一三共、第一生命HD、ダイキン工業、
大日本印刷、大和ハウス工業、帝人、東京海上HD、TOTO、凸版印刷、豊田合成、日清食品HD、
日本たばこ産業、野村不動産HD、日立製作所、富士通、富士フイルムHD、みずほFG、三井住友FG、明治HD、
ユニ・チャーム、LIXIL



3-3. 第3回日経SDGs経営大賞受賞企業
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（2020年11月24日 日本経済新聞より）※ホールディングスはHDと表示

企業名 主な取り組み

大賞

アサヒGHD 飲料のペットボトルからラベルを取り除き、樹脂の使用量削減

SDGs戦略・経済価値賞

ユニ・チャーム 東南アジアでデングウイルスを媒介する蚊を寄せ付けない新しい紙オムツを投入

社会価値賞

ソフトバンク 勤続年数の男女差が小さいなど社内のダイバーシティー実現

環境価値賞

セイコーエプソン 温暖化ガスの排出をめぐり、重要性が増している取引先まで含めた削減努力

審査委員

伊藤 邦雄 ※審査委員長 一橋大学CFO教育研究センター長 蟹江 憲史 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科教授

足達 英一郎 日本総合研究所理事 刀祢館 久雄 日本経済研究センター研究主幹

中空 麻奈 BNPパリバ証券グローバルマーケット統括本部副会長 ※敬称略、役職は審査会実施時のもの

※2021年11月24日 日本経済新聞より



4. 評価レポートとロゴ



4-1. フィードバックレポート（無償）
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フィードバックレポート

● ご回答いただいたすべての企業に新聞掲載時期に無償で提供。
● 調査の評価を中分類ごとに偏差値で記載。

※前回調査時のフィードバックレポート



4-2. 調査分析レポート（有償）
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※前回調査時のベンチマークレポート

分析レポート（調査ご回答企業に有償で11月頃より販売開始）

● ベーシック ● プレミアム
大分類・中分類・小分類の評価と各設問の マテリアリティに対応した評価や先進事例などを記載。

取り組み状況などを記載。

● アウトカムplus
SDGs経営とアウトカムの関係などを記載。

※詳細は日経リサーチホームページ（SDGs推進プログラム）をご参照ください。サンプルはイメージです。



4-3. ロゴマーク
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格付 偏差値

★★★★★ 70以上

★★★★☆ 65以上70未満

★★★★ 60以上65未満

★★★☆ 55以上60未満

★★★ 50以上55未満

ロゴマークの利用

● 偏差値に対応する格付（★）を付与。
● 3つ星（★★★）以上の格付を得た企業は星付きロゴマークを自社のHPや印刷物等で利用可能。
● 該当の企業には新聞への掲載後、メールにてロゴマークのダウンロードサイトを案内。
● ご利用は無料。調査事務局（日経リサーチ）へご一報の上ご利用をお願いします。

※前回調査時のロゴ
※5つ星の場合のロゴ

※☆は、★の0.5個分

総合格付 偏差値

★★★★★ 70以上

★★★★☆ 65以上70未満

★★★★ 60以上65未満

★★★☆ 55以上60未満

★★★ 50以上55未満



5. 評価と調査のポイント



5-1. 評価方針
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全体的な評価の方針

● 偏差値による相対的な評価

回答内容が前回と変更ない場合でも、前回より評価が下がる可能性があります。

● 把握していることを評価

回答することで無回答より評価が低くなるということはありません。

数量値については概数でも把握している場合は可能な限りご回答ください。

● 公表していることを評価

ステークホルダーに向け積極的な公表を行っていることを評価します。

公表している項目についてURLの記載欄がある設問はURLもご回答ください。

● サプライチェーンまで拡大した取り組みを評価

自社に加えサプライチェーンを含めた課題解決に取り組んでいることを評価します。

● 上場・非上場による有利不利をできるだけ少なくする評価

非上場企業が回答不要の設問は、その分類に属する別の設問の得点を引き伸ばして評価します。

※以降のページを含め評価方針は変更となる可能性があります。



5-2. 回答内容の公開
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個別回答公開対象設問

● 回答企業のSDGs経営を発信する観点から一部の設問は同意を得た上で公表。
● 公表の可否はAQ0で数量値設問、施策・自由回答設問ごとに回答。

● 対象設問は設問番号の前に★公開★と記載。対象設問一覧は「調査について」シートに記載。



5-3. 調査の構成と主な評価項目

23© Nikkei Research Inc. All Rights Reserved

大分類 主な評価項目

SDGs戦略・
経済価値

● SDGs経営の方針
● SDGs経営の推進体制と社内浸透
● 報告とコミュニケーション
● 事業を通じたSDGsへの貢献
● 新型コロナウイルス感染症流行を踏まえた活動
● サステナブルファイナンス などを評価

環境価値

● 環境経営の方針
● 環境課題の解決への取り組み
● 脱炭素に向けた取り組み
● 環境負荷データ などを評価

社会価値

● 人権の尊重
● 消費者・顧客課題への取り組み
● 社会貢献活動
● 労働時間と休暇
● ダイバーシティー
● 従業員エンゲージメント
● 人的資本 などを評価

ガバナンス
● ガバナンス方針と実効性
● 取締役会
● 株主対応・株式保有 などを評価



5-4. SDGs戦略・経済価値概要
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SDGs戦略・経済価値

SDGs経営に関する企業としての姿勢とSDGsに貢献するビジネスなどを総合的に評価。

● SDGs経営の方針

経営トップによるメッセージ発信、基本的な方針の策定、重要課題（マテリアリティ）とKPIの設定 など

● SDGs経営の推進体制と社内浸透

推進体制の開示、委員会や会議体の設置、社内浸透策の実施 など

● 報告とコミュニケーション

SDGsについて記載しているレポート、ステークホルダーとの対話 など

● 事業を通じたSDGsへの貢献

SDGsに貢献するビジネス（製品・サービス）、社会的インパクト、ネガティブインパクトの低減策 など

● 新型コロナウイルス感染症流行を踏まえた活動

新型コロナウイルス感染症流行で行った活動、社会的インパクトを与える活動

● サステナブルファイナンス

ESG債の発行 など

※青字は新規追加項目



5-5. SDGs戦略・経済価値
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EQ4. 重要課題（マテリアリティ）とKPIの設定

マテリアリティとそれらに対応するKPIを設定していることなどを評価。

● 重要課題（マテリアリティ）を5つまで回答。
● マテリアリティのテーマは、記載したマテリアリティに最も近い区分を20個の選択肢から回答。
● それぞれのマテリアリティに対応するSDGs17目標を回答。
● マテリアリティ1つにつき対応するKPIを2つまで回答。



5-5. SDGs戦略・経済価値
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EQ6-7. SDGs経営の推進体制

サステナビリティ関連の委員会の設置や推進体制の開示などを評価。

● EQ6. 推進体制は、企業全体の全部署が掲載された体制ではなく、サステナビリティにフォーカス
した体制の開示の有無について回答。

● EQ7. 委員会・会議体は、サステナビリティ全般と環境など一部をカバーするもの両方が設置
されている場合は、サステナビリティ全般を優先して回答。



5-5. SDGs戦略・経済価値
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EQ11. 投資家との対話

投資家と多様な場面でサステナビリティに関する対話を行っていることなどを評価。

● 選択肢3はESG説明会・サステナビリティ説明会・SDGs説明会などの名称で、
ESGをテーマとする投資家向け説明会を実施している場合のみ選択。

● 説明会の内容や資料・動画などを公開している場合はURLも回答。



5-5. SDGs戦略・経済価値
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EQ12. 投資家以外のステークホルダーとの対話

多様なステークホルダーとサステナビリティに関する対話を行っていることなどを評価。

● ①消費者～④未来世代・Z世代といったステークホルダーとのサステナビリティを主題とした対話
の実施状況と自社の参加者を回答。

● 説明会の内容や資料・動画などを公開している場合は、開示欄に「1」を入力の上URLも回答。



5-5. SDGs戦略・経済価値
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EQ14-15. ポジティブインパクト（社会的インパクト）とネガティブインパクト

ポジティブインパクトの測定とネガティブインパクトの低減に取り組んでいることなどを評価。

● ネガティブなインパクトを生じさせていること自体についてマイナスの評価はせず、
ネガティブインパクトを把握していること、それを低減するための取り組みを実施していること、
取り組みによる成果を評価。



5-5. SDGs戦略・経済価値
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EQ16. SDGsに貢献するビジネス（製品・サービス）

事業によるSDGs貢献に取り組んでいること、社会課題解決と自社の業績双方における目標を
設定し、実績を創出していることなどを評価。

● 事業（製品・サービス）を記載する欄が3つあり、できる限り3つともご回答を。
● その事業（製品・サービス）の過程や提供後に生じる負の影響があること自体のマイナス評価は

せず、負の影響の有無を確認したこと、ある場合は、それを最小化するための取り組みを評価。



5-6. 環境価値概要
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環境価値

環境経営の姿勢や、気候変動・持続可能な資源・生物多様性に関する具体的な取り組み、
環境負荷データの把握・削減・中長期目標の設定などを総合的に評価。

● 環境経営の方針

環境方針の公表、リスク・機会に関する分析、TCFDに基づく開示 など

● 環境課題の解決への取り組み

気候変動・持続可能な資源・生物多様性に関する具体的な取り組み など

● 脱炭素に向けた取り組み

カーボンニュートラル宣言、脱炭素に向けた具体的な取り組み など

● 環境負荷データ

環境負荷データの実績、温室効果ガスや生物多様性に関する中長期目標の公表 など

※青字は新規追加項目



5-7. 環境価値
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EQ18. TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）に基づく開示

気候変動関連のリスクや機会に関する項目の開示などを評価。

● a～lのそれぞれの項目について、有価証券報告書や統合報告書などの企業報告書に記載している
かを回答。

● 企業報告書にいずれかの項目を開示している場合はURLも回答。
● 2021年10月のTCFDの改訂に基づき項目を前回から変更。



5-7. 環境価値
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EQ22-23. 事業活動で生じる環境負荷低減に向けた取り組み

気候変動・持続可能な資源・生物多様性に関する具体的な取り組みと成果などを評価。

● EQ22aは事業活動で生じる負荷を軽減するための取り組み、EQ23は温暖化という外部環境を
前提とした取り組みについて書き分けて回答。

● 取り組みを開示している場合はURLも回答。



5-7. 環境価値
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EQ28. 環境負荷データの実績・達成目標

環境負荷データの削減、再生可能エネルギーの増加などを評価。

● 環境負荷データについて概算値でも把握している場合は回答。
● 排出量等の大幅増加の主因となる算出ルールの変更があり、遡及算出が不可の場合は、

前年との実質的な比較の欄に「1」を入力（M&Aによる増加は該当せず）。



5-8. 社会価値概要
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社会価値

社内外における人権尊重、従業員のダイバーシティーとエンゲージメント、人的資本、
社会貢献活動などを総合的に評価。

● 人権の尊重

人権デューデリジェンスの実施、自社とサプライチェーンにおける人権尊重 など

● 消費者・顧客課題への取り組み

障がい者や高齢者を含む消費者顧客への対応、製品・サービスの品質・安全性確保 など

● 社会貢献活動

従業員の社会貢献活動に対する支援、社会貢献活動費 など

● 労働時間と休暇

総労働時間、有給取得率、労働時間適正化や休暇取得奨励に向けた取り組み など

● ダイバーシティー

女性・外国人管理職比率、女性・外国人活躍推進に向けた取り組み、シニアの雇用、障がい者の雇用 など

● 従業員エンゲージメント

従業員調査の実施と結果の活用 など

● 人的資本

人的資本に関する方針やKPI など ※青字は新規追加項目



5-9. 社会価値

36© Nikkei Research Inc. All Rights Reserved

EQ30. 人権デューデリジェンスの実施

ビジネスと人権の指導原則に基づく人権尊重の取り組みなどを評価。

● a. 人権方針の策定・b. リスクの特定・c. リスクの軽減策の実施・d. 苦情処理（救済手段）の構築
という人権尊重プロセスを実施し公表していることを評価。

● a,b,dについてサプライチェーンまで拡大した取り組みを評価。



5-10. ガバナンス概要
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ガバナンス

執行と監督の分離、取締役会の実効性と多様性、株式保有などを総合的に評価。

● ガバナンス方針と実効性

ガバナンスに関する方針、実効性を高めるための取り組み など

● 取締役会

ボードダイバーシティー、指名委員会・報酬委員会の設置、役員報酬 など

● 株主対応・株式保有 ※非上場企業対象外

政策保有株式、株式持合 など



5-11. ガバナンス
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EQ42. 取締役会・指名委員会・報酬委員会の構成

指名委員会・報酬委員会の設置、議長の独立性などを評価。

● 指名委員会等設置会社の監査等委員、監査委員会等設置会社の監査委員は取締役に含めて回答。
（昨年調査から変更）

● 組織形態による回答方法は、調査票ファイル内の「記入上の注意事項」シートも参照。



5-12. 自由記述設問
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自由記述設問の意図

「何によるインパクト・貢献か」と「何の分野の課題に関する貢献か」で内容を書き分け。

大分類 Q 設問 何によるインパクト・貢献 貢献する課題

SDGs戦略・
経済価値

EQ14 ポジティブインパクト
事業によるインパクト

問わず
EQ15 ネガティブインパクト

EQ16 SDGsに貢献するビジネス 提供する製品・サービスでの貢献

EQ55 コロナ関連でのインパクト 問わず

環境価値

EQ22a 気候変動の緩和

事業活動内での貢献
環境

EQ22b 持続可能な資源の活用

EQ22c 生物多様性の保全

EQ23 気候変動への適応 問わず

社会価値 EQ38 社会貢献活動 社会貢献活動での貢献 問わず



6. 調査に関するお問い合わせ先

40© Nikkei Research Inc. All Rights Reserved

〒101-0047 東京都千代田区内神田2-2-1 鎌倉河岸ビル
URL：http://www.nikkei-r.co.jp

「SDGs経営」「スマートワーク経営」調査事務局

sw-survey@nikkei-r.co.jp 03-5296-5198



Appendix



回答方法①
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単一回答設問（1つだけ選択）の回答方法

該当する選択肢番号を、対応するクリーム色の欄に入力。

● 以下の場合、環境に関する方針について「2. 非独立の方針として公表している」と回答したことになります。

複数回答設問（いくつでも選択）の回答方法

該当する選択肢番号に対応するクリーム色の欄に「1」を入力。

● 以下の場合、取締役などの経験・専門性について、「1. 取締役に求められるスキルや経験」、「3. 取締役の
スキルマトリックス」の2つを開示していると回答したことになります。



回答方法②
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数量値設問の回答方法

クリーム色の欄に該当する数値を入力。

● 以下の場合、役員報酬の割合について「固定報酬が約30％」、「短期業績連動報酬が約10％」、
「中長期業績連動報酬が約60％」と回答したことになります。

自由記述設問の回答方法

クリーム色の欄に内容を入力。

● 指定された文字数以内でご回答ください。（回答欄の右上や右に表示される字数カウントを参照）
● データ抽出システムの関係で、セル内改行は出来るだけお控えください。



回答方法③
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回答欄の色

クリーム色の回答欄に回答。グレー色の回答欄は回答不要。

● 以下の場合、ESG債の発行有無について、未回答or「2. 発行していないが、今後検討している」or
「3. 発行していない」選択時はSQ1は回答不要のため回答欄はグレー色。
「1. 発行した」選択時はSQ1は回答可能のため回答欄がクリーム色に変化。

● 非上場企業回答不要の設問の回答欄は非上場企業の場合、グレー色。

※設問文の条件（「1」とお答えの場合など）や注釈の条件（非上場企業の場合は回答不要）などもご参照ください。



回答方法④
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備考欄

クリーム色の回答欄に入力。

● 入力規制の関係などで正しい回答が回答欄に入力できない場合や、カウントの仕方により回答の値が異なる場合
などにご使用ください。

● 「その他」や自由記述のご記入欄に入りきらない内容を記入する欄ではありません。

その他

評価対象外となるため、調査票以外のファイルなどの添付はお控えください。


